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■研究調査レビュー

奄美の方言

木部暢子（鹿児島大学法文学部）

はじめに

奄美諸島は鹿児島県に属していますが，こ

とばは鹿児島とは大きく異なっていて，むし

ろ沖縄県のことばと近い関係にあります。そ

れは，奄美の歴史と深い関係があります。奄

美の歴史は独立時代（～１５世紀中頃)，琉球

王朝征服時代（１５世紀中頃～１６０９年)，薩

摩藩直轄時代（1609年～明治維新)，現代（明

治維新～現在）の４つに分けることができま

す。第２期の琉球王朝征服時代に琉球のこと

ばが大量に奄美に取り入れられたと思われま

すが，それ以前の独立時代にも，奄美は琉球

の文化圏に入っていましたから，琉球のこと

ばの影響を強く受けただろうと思われます。

第３期の薩摩藩直轄時代には，奄美には薩摩

のことばが入ってきました。しかし，このこ

とによって奄美のことばが大きく変わるよう

なことはありませんでした。

第４期の明治以降は，奄美も他の地域と同

様，標準語化の道を歩むことになります。他

の地域に比べて標準語との隔たりの大きかっ

た鹿児島，奄美，沖縄では，標準語教育が熱

心に行われました。その一端を「方言札」に

うかがうことができます。「方言札」とは，

学校で方言をしゃべると罰として首からぶら

下げさせられた札のことです。地域により形

や大きさ等に違いがありましたが，「方言札」

と書かれていたり，「私は方言をしゃべりま

した」と書かれていたりしたそうです。西村

浩子（1998)，近藤健一郎（1999）などの

報告や，『ＡＭＡＭＩＮｅｗｓＬｅｔｔｅｒ』Ｎ０．８の前

田晶子氏の報告にもあるように，昭和28年

の曰本復帰以降も奄美では盛んに共通語教育

が行われました。このような教育の結果，確

かに標準語は普及しましたが，逆に方言が急

速に衰退する事態となりました。今の若い人

たちは，もはや伝統的な方言をほとんど話す

ことができません。若い人の間で使われるの

は，標準語と方言のまざったことば，いわゆ

るネオ方言です｡これらはそれぞれの地域で，

「からいも普通語」（鹿児島)，「トン普通語」

（奄美)，「ウチナーヤマトゥグチ」（沖縄）

と呼ばれています。

この報告では，なるべく伝統的な方言を書

き留めておきたいと思います。そのために

以下のような項目について述べることにしま

す。

１，奄美方言の位置づけ

２，奄美方言の特徴

３，奄美方言の保存

なお，多少，言語学の専門的な話になるか

もしれませんが，方言はカタカナ表記を基本

とし，できるだけわかりやすく説明したいと

思います。音声記号の方は読み飛ばしていた

だいて結構です。

１，奄美方言の位置づけ

曰本の方言はまず，大きく本土方言と琉球

方言に分けられます。二つの方言の境界は鹿

児島県のトカラ列島宝島と奄美大島の間にあ

ります。奄美方言は琉球方言圏の最も北側に

位置しているわけです。このあたりはまた，

動物分布上の重要な境界線である渡瀬線も走

っていて，自然・民俗・言語など，いろいろ

な面での大きな境界が集中しているところで

もあります。

奄美方言とひとくちに言っても，その中に

はさらに細かな違いがあります。島ごとに違
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なる語形(遺伝子，図２で言えば左端の[*ｘＯ]）

が，どこからどのようにしてもたらされたの

かということです。可能性としては，(1)本

土系の単語が南下して琉球にもたらされ，奄

美にももたらされた，(2)琉球系の単語が北

上して本土にもたらされた，(3)第三者の使

っていた単語が本土と琉球にもたらされた，

というような事』盾が考えられます。現在のと

ころ，(1)を想定することが多いようですが，

(2)や(3)の可能性もおおいにあります。ただ，

この問題はすぐに解決がつくようなものでは

ないので，可能性の指摘だけに止め，以下で

は，本土のことばの代表としての共通語と，

奄美方言を比較しながら，奄美方言の特徴を

見ていくことにします。

いますし，また，島の中でも集落ごとに違い

ます。交通が不便で，人の交流が遮断されて

いたことを考えると，方言差が大きいのは当

然のことですが，細かく分けていくときりが

ありません。そこで，基本的な特徴だけを捉

えて大別すると，まずは北奄美方言（奄美大

島．徳之島・喜界島北部)，南奄美方言（喜

界島南部・沖永良部島．与論島）の二つに分

けることができます。両者は発音のしかたが

かなり違っていて，例えば，「目」のことを

北奄美方言では「ムィ（、)」と発音します

が，南奄美方言では「ミ（ｍｉ)」と発音しま

す。図１に南九州方言と琉球方言の方言区画

をあげておきます。

２，奄美方言の特徴

奄美方言は本土方言とはかなり違っていま

すが，よく調べてみると，発音の上で本土方

言との間に規則的な対応関係があることが分

かってきます。先に「目」という語を例に挙

げましたが，「曰」に限らず，「手｣，「胸｣，「船」

などに現れるｅ母音は，北奄美方言ではこ

とごとく「トィ（tf)｣，「ムヌィ（munf)｣，「フ

ヌィ（Funf)｣，のように中舌性のイ[I]で発音

され,南奄美方言ではことごとく「ティ（ti)｣，

「ムニ（muni)｣，「プニ（puni)」のように普

通のイ[i]で発音されます。

このような対応関係はどのようにして生じ

たのでしょうか。それはおそらく，本土方言

と奄美方言とはもとは同じ単語を使っていた

けれども，それぞれの地域でだんだんと発音

のしかたが変化して，現在のような対応関係

が生じたということではないかと思われます

（図２)。

たとえて言うと，親から同じ遺伝子を受け

取った兄弟が，それぞれ別の環境で生活する

うちに，表面上は兄弟とは分からないくらい

に変わってしまったが，何かの折りに兄弟で

あることを思わせるような－面をのぞかせ

る，といったようなことです。問題は，元と

２．１音声の特色

２．１．１母音の特徴

(1)母音の種類北奄美方言の母音の種類は，

/i/，／Y/，／u/，／e/，／e/，／o/，／a/の７種類です（図

３）。共通語の母音は／i/，／u/，／e/，／o/，／a／

の５種類ですから（図４)，北奄美方言の方

が２種類多いことになります。北奄美方言に

特有の母音は，〃（[i]と[u]の中間の発音）と

／e／（[e]と[o]の中間の発音）の２種類です。

一方,南奄美方言の母音は,共通語と同じ／i/，

/u/，／e/，／o/，／a/の５種類です（図５)。ただ

し，共通語と同じとはいっても，数と種類が

同じというだけで，その内容は異なっていま

す。
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図1南九州方言と琉球方言の方言区画
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図２「手」という語の諸方言対応
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（注）＊は想定形を表す。

1０



奄美ニューズレター N０．１１2004年１０月号

図３北奄美方言の母音体系

三W了
図４共通語の母音体系

三万三
図i南奄美方三の母音体系

=▽了

ただし，表２に示したように，共通語のｏ

は南奄美では必ずｕになりますが，北奄美

ではｏになることもあります。

表２

では，基本的な母音以外の母音は，どのよ

うにして生じたのでしょうか。これらは，連

母音のａｉ，ａＱａｏ，ａｕ等が融合したもので

す。表３に例を挙げておきます。

鞠
却
隔
北奄美

コラｋｏｒａ

ａ

(2)母音の対応次に，奄美方言と共通語と

の母音の対応関係を見てみましょう。共通語

のａ,ｉ,ｕ,ｅ,ｏは北奄美方言ではａ,ｉ,ｕ,Ｙ,ｕ

と発音されます。これに対し，南奄美方言で

はａ，ｉ，ｕ，ｉ，ｕと発音されます。従って，

基本的な母音は，北奄美方言ではａ，ｉ，ｕ，ｆ

の４母音，南奄美方言ではａ，Ｌｕの３母

音です。表ｌに例を挙げておきましょう。

表１

三方言の対応関係を図示すると

うになります。

図６のよ

図６母音の対応

く共通語〉〈北奄美方言〉〈南奄美方言〉

(1)ａ ａ ａ

ｉＬＪｉｉｌ
i11三二！

】tｉＩｒ

(6)ａｏ

(7)ａｉ

(8)ａｅ

０ ０

:ア．

(3)奄美方言の母音の成立上のような対応

関係ができた経緯について，通説では，本土

の５母音体系がもとで，これが変化して北奄

美や南奄美の母音体系ができたと言われてい

11
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ます゜中本正智（1976）によると，まず，

連母音のaiやａｕが融合して，ｅ（広めの工）

や０（広めのオ）ができます。これらは元

からあったｅやｏにきわめて近い発音だっ

たので，ｅやｏはこれとの混同を避けるた

めにIやｕの方へ逃げます（図７)。空き

になったｅやｏの位置にｅやｏが納まっ

たのが北奄美方言で，Ｙがさらにｉの方向へ

逃げてｉに合流した（図８）のが南奄美方

言です。

がないのにＹになることもあります。例え

ば「き（木）」や「みず（水）｣，「ゆび（指)」

は共通語ではｅ母音を持ちませんから，北

奄美方言でＴになるはずがないのですが，

実際には「クィ［kl]｣，「ムィズィ［mrzi[]｣，「ユ

ブィ〔jubf]」です。「木」に関しては，古代

日本語では「ケ」という発音だったのではな

いかという説がありますが，それ以外は未詳

です。

(4.2）ｏとｕの対応の例外共通語のｏは

北奄美方言でｕになるのが原則ですが，ｏ

になる場合がかなりあります。どのような場

合にｏになるのか，きちんと規則化できな

いのですが，だいたい次のような傾向があり

ます。

①語頭ではｕになりやすく，語中語尾では

ｏになりやすい。

（語頭）ドゥルィ[durid（どれ）

トゥリ[turi］（鶏）

クルィ[kurf］（これ）

（語中語尾）アド[?ado］（かかと）

イト[?ito］（糸）トホ[toho］（蛸）

②前か後にｍの子音がある場合にはｏにな

りやすい。

モモ［ｍｏｍｏ］（桃）

モモタブラ［momotabura］（腿）

’オモ［?omo］（里芋）

ただし，語頭の場合はｕになりやすい。

ムン［muN］（物）ムリ［muri］（森）

ムチ［mutJi］（餅）

③子音ｋがｈ化し，さらに脱落して長音に

なっている場合にはｏになる。

コーロ［koro］（心）

ホーラシャ［horaJa](誇らしい(嬉しい)）

ドロー［doro:］（所）

コノツィ［konotsid（九つ）

それぞれは，次のような音変化をたどった

と思われます。

「心」kokoro＞kohoro＞kooro＞ｋｏ:ｒｏ

「嬉しい」hokoraJa＞hohoraJa＞hooraJa

図７母音の推移（１）

１

ａｌ－＝ｅ： :￣ａｕ

ａ

図８母音の推移（２）

:￣ａｕａｌ－￣

ａ

中本正智（1976）より弓|用

(4)対応の例外ただし，語によっては上の

対応通りにならないものがあります。

(4.1）ｉと１の対応の例外例えば「めし

（飯)」や「ひげ（髭)」は共通語ではｅ母

音を持ちますから，ルールからいうと北奄美

で「ムイシ［mI｢i]｣，「ヒグイ［Pi9f]｣，南奄美

方言で「ミシ［mili]｣，「ピギ［pi9i]」となる

はずですが，実際には北奄美方言でも「ミ

シ［miJi]｣，「ヒギ［Pigi]」です。これは，そ

の音の前後にｉ母音があるために（｢めし」

のシ，「ひげ」の上），これに同化されてＹ

がｉになったものです。逆に，Ｙになるはず

1２
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＞ho:raja

「所」dokoro＞dohoro＞dooro＞doro：

「九つ」kokonotsf＞kohonotsY＞koonotsY

＞ｋｏ:notsY＞konotsT

④長音の場合にはｏになる。

コーモリ［ko:mori］（こうもり）

ローソク［ro:soku］（ろうそく）

⑤第１音節目の母音がｕであればｕになり

やすく，ｏであればｏになりやすい。その

意味で北奄美方言のｕとｏは母音調和的

な面を持っています。

ｕ：ブス［Fusu］（ホソ（へそ)）

クルサ［?kurusa］（黒い）

ウトゥトゥ［wutum］（弟）

ウトゥ［wutu］（夫）

ウトゥドゥシ［wutuduJi］（一昨年）

ｏ：モモ［momo］（桃）

モモタブラ［momotabura］（腿）

’オモ［?omo］（里芋）

コーロ［koro］（心）

ドロー［doro:］（所）

コーモリ［ko:mori］（こうもり）

⑥古代日本語のオの甲・乙の違いに対応する

という説(奥村三雄1990）もありますが，

上に述べたように，音環境が影響してｏ

になっている場合が多く，古代日本語のオ

の甲・乙に遡るとは必ずしも言えません。

(4.3）ａｊとｅの対応の例外共通語のａｉは

北奄美方言でｅに対応しますが，そうでな

い例もあります。例えば「コェーニャ[kenja］

（肩くかいな)｣，「ドコネ[dokone］（大根)」

はａｉという母音連続を持ちますが，北奄美

方言ではｅではなく，ｅやｏになっていま

す。それは，「肩（かいな)」では後ろにａ

母音があるため，これに引かれてｅがｅに

なったもの，「大根」は後ろにｏ母音がある

ため，これに引かれてｅがｏになったもの

と思われます。

このように，北奄美方言の母音には対応の

例外がいくつかありますが，それらは，いつ

たんは図７のような変化を起こしたあと（あ

るいは変化の途中で)，前後の音に同化され

て対応の例外となったものだと思われます。

２．１．２子音の特徴（北奄美方言）

まず，北奄美方言を取り上げることにしま

す。北奄美方言といっても，地域により差が
たつごうちようせどめ

ありますので，龍郷町瀬留の方言を中心1こ報

告します。

(1)力行力行音には以下のようなものがあ

ります。共通語との対応関係も併せて上げて

おきます。

〈共通語〉〈龍郷町〉

キ[､てこ闇］

lＪＩｎｌ
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ク：クシ［kuJi］（櫛）（クが無声化）

クサ［kusa］（草）（〃）

サクラ［Sakura］（桜）

④共通語のケはクィ[kidになりますが，母音

の箇所で述べたとおり，この対応規則には

例外もあります。

クィ：クィブシ［krbuJi］（煙）

クィ［kr］（木）

⑤共通語のコはク[ku]になる場合と．[ko]に

なる場合があります。［ku]になるのが一般

的で，．[ko]になるのはｋのｈ化が関係

している場合や，長音の場合です。

ク：クムィ[kumY］（米）

クルィ[ku1f］（これ）

クシ［kuJi］（腰）

．：コーロ［koro］（心）

コーモリ［komori］（こうもり）

このク[ku]はすべて有気音のク[ku]です。

つまり，龍郷町方言では，

共通語のク：龍郷町方言のク[?ku］

共通語の．：龍郷町方言のク[ku］

というふうに「く」とに」を区別している

のです。また，龍郷町の．[ko]は共通語のカ

ウなどの連母音にも対応します。

．：．[ko］（川）＜ｋａｗ＜ｋａｗａ

⑥語中語尾でしばしばｋがｈになります。

ただし，丁寧に発音するとｋになります。

イⅢキャーイヒャ［?ikja～?i9a］（烏賊）

デケランーデヘラン［dekeraN～deheraN］

（出来ない）

イ'キュンーイヒュン［?ikjuN～?i9uN］

（行く）

イ'クィーイハィ［?ikl～?i9f］（行け）

⑦このｈが脱落することがあります。脱落

が起きるのは，ａ，ｅ，ｏなどの広母音や半

広母音にｋ（h）がはさまれた場合です。

ａａ：ナーユブィ[najubf］（中指）

＜naajubY＜nahajubr＜nakajubY

ae：ハテ［hate］（畑）

＜hatee＜hatahe＜hatake

ＣＯ：コーロ［koro］（心）

しかし，次のような語ではｈが脱落しま

せん。丁寧な発音でもｈのままです。

ホ：トホ［toho］（蛸）モホ［moho］（婿）

⑧この他にコェ[ke]，キャ[kjalキュ[kju]，

キヨ[kjo]，クワ[kwa]，クワ[?kwa]があり

ます。それぞれの音は次のような単語に現

れます。

コェ：コェーニャ［kenja］（肩くかいな）

キャ：ワキャ[wakia］（私たち）

ビッキャ［bikkia］（蛙）

キュ：カキュン［kakiuN］（書く）

キュ［kju］（今日）

キヨ：キョデ［kjode］（兄弟）

クワ：クヮンジェン［kwan3eN］（完全）

ク'ヮ［?kwa]：グヮ［?kwa］（子）

(2)ガ行ガ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

ガ[9a］

ギ[gi］

グ[gu］

ゲ[9e］

ゴ[9｡］

ガ[9a］

ギ[gi］

グ[9u］

グイ[9f］

ゴ[9｡］

グワ[gwa］

以下に例を挙げておきます。

ガ：ガン［gaN］（蟹）

マーガ［?ｍa:9a］（孫）

インガOiO9a］（男）

ギ：ヒギ［Pigi］（髭）

ハギ［hagi］（足）

ヤギUa9i］（山羊）

グ：ウナグ［wuna9u］（女）

クグ［kugu］（漕ぐ）

グイ：シラグイUYira9f］（白髪）

クグィ[kugY］（漕げ）

ゴ：ゴマ［goma］（胡麻）

クゴ［kugo］（漕ごう）

グヮ：ショーグヮツ［Jogwatsu］（正月）

(3)サ行サ行音には以下のようなものがあ
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⑤この他にセ[se]，ソェ[se]，シャ[Jalシュ

［Jillショ[Jo]があります。

セ：ネセ［nese］（二才（青年)）

ソェ：ソェー［se:］（酒）

シャ：ハスカシャ［hasukaJa］（恥かしい）

キシャン［kiUaN］（着た）

シュ：マシュ［malil］（塩）

シュン０１１N］（する）

ショ：ショーグヮツ［JoUwatsu］（正月）

(4)ザ行ザ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

ります。

〈共通語〉 <龍郷町〉

サ[sa］

シ□i］

ス[su］

スイ[sT］

ソ[so］

シェロe］

サ[sa］

シ、

ス[su］

セ[se］

ソ[so］

サオ[sao

三
①共通語のサは龍郷町でもサ[sal共通語の

シは龍郷町でもシ[Ji]です。

サ：サダ［sata］（砂糖）クサ［kusa］（草）

アサッテ［?asatte］（明後曰）

シ：シルサ[Jimsa］（白い）

シラグイ[Jira9f］（白髪）

ハシ[haJi］（橋）

②共通語のスはス[su]と発音される場合とス

イ[sf]と発音される場合があります｡スイ[sld

が一般的ですが，直前にｕ母音がある時

や直後に両唇音のｂ，ｍなどがある時に

はス[su]と発音される傾向があります。

ス：クスリ［kusuri](薬）スバ［suba](舌）

スイ：スイ［sY](巣）スィズィ［sfzY](筋）

ガラスイ［garasf］（烏）

③共通語のセはスイ[sY]と発音される場合と

シェ[Je］と発音される場合があります。ス

イ[SiUが一般的ですが，新しい単語ではシ

ェ〔le]になります。

スイ：フスィ［FusY］（起こせ）

シェ：シェナカ[Jenaka］（背中）

シェンセーUenl､e:］（先生）

④共通語のソはス[su]と発音される場合とソ

［so]発音される場合があります。ス[su]と発

音されるのが一般的ですが，新しい単語で

はソ[so]になります。また，共通語の連母

音のサオに対応する場合もソ[so]になりま

す。

ス：ミス［misu］（味噌）

ブス［Fusu］（ホソ（へそ)）

ソ：ローソク［ro:soku］（ろうそく）

ソ［so］（竿）

ザ［za］－ザ[za］

ジ［5i］－ジ［3i］

二園ｚ二主星
暮鼎フゾ[Ｚ.」

①共通語のザは龍郷町でもザ[zalジはジ[3i］

です。なお，ザ行のジとダ行のヂは区別が

ありません。

ザ：ヒザ［Piza］（膝）

クルザタ［kumzata］（黒砂糖）

ジ：トゥジ［m3i］（刀自（妻)）

ジー［5i:］（地面）ウジ［wu3i］（叔父）

ヒジ［Pi3i］（肘）

②共通語のズは龍郷町ではズィ[Ｚｒ]と発音さ

れます。ズとヅの区別はありません。

ズィ：ヌィズィン［nlzfN］（鼠）

ムィズィ［mrzl］（水）

ジヨーズイ［3o:zl］（上手）

③共通語のゼはズィ[Ｚｒ]と発音される場合と

ジェ[3e]と発音される場合があります。ズ

ィ[Zr]が一般的ですが，新しい語ではジェ

［3e]と発音されます。

ズィ：カズィ［kazf］（風）

ジェ：ジェンブ［3embu］（全部）

④この他にジャ[3ａｌジュ[3ｕｌジョ[3o]があ

ります。

ジヤ：ヒジヤリ［Pi3ari］（左）
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イジヤン［?i3aN］（行った）

シジャン[Ji3aN］（死んだ）

ジュ：ジュー［3u:］（お父さん）

ジヨ：ジヨーズイ[3ｏｚY］（上手）

(5)夕行夕行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

卜：イトコ［?itoko］（従兄）

イト［?ito］（糸）

⑤チ,ツは無声化が著しい時にはシUYilス[su］
となることがあります。

チキャサーシキャサ（近い）

［tJikjasa～Jikjasa］

ナツカシャーナスカシャ（』懐かしい）

［natsukaJa～nasukaln］

⑥この他にチャ[tJa]，チュ[U1,]，夕[?tal

卜'ィ[?tＴｌチ'ャ[?tJa]，チ'１[?t１，]がありま

す｡夕'[?ta]，卜'ィ[?tflチ'ャ[?tJa],チ'１[?tli,］

は無気喉頭化音で，もとは直前に上やフな

どの音があったところ，これが脱落したた

めに生じた音です。

チャ：イチャン［?itl､aN］（良い）

シッチャンlJitt1aN］（来た）

チュ：マチュン［madnN］（待つ）

フッチュ［Futtjn］（大人）

夕'：ダツィ[?tatsr］（ふたつ）

クリ［?tari］（ふたり）

卜'ィ：ドィツィ[?tTtsI］（ひとつ）

チ'ャ：チ'ヤン［?（｢aN］（お父さん

くおっちゃん）

チ'１：チ'ユリ［?tjilri］（ひとり）

チ'１［?巾］（人）

(6)ダ行ダ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

夕[ta］一夕[ta］

チ[t｢i］－チ[tJi］

シ[伽]て至兇ｉｄ
テ[te］－トィ[ｂｄ

Ｈｉ.]てＷ
①共通語の夕は龍郷町でも夕[tal共通語の

チは龍郷町でもチ[tJi]と発音されます。

夕：ターサ［ta:sa］（高い）

カタ［kata］（肩）

チ：チ［小］（血）

チキャサ［tJikjasa］（近い）

②共通語のツはツ[tsu]と発音される場合とツ

ィ[tsY]と発音される場合があります。ツ[tsu］

は語頭や新しい単語に現れやすく，ツィ

［tsUは中語尾に現れやすいという傾向があ

ります。

ツ：ツムィ[tsumY]（爪）ツユ［tsUju]（露）

ナツ［natsu］（夏）

ツィ：ミツィ[mitsl］（三つ）

マツィ[matsY］（火）

③共通語のテは龍郷町ではトィ[tidと発音さ

れます。

トィ：トィ[b[］（手）トィン［tYN］（天）

ウトィタ［?utTta］（オテタ（落ちた)）

④共通語の卜はトウ[tu]と発音される場合と

卜[to]と発音される場合があります。語頭

ではトゥ[、]，語中語尾では卜[to]になる傾

向があります。

トウ：トウジ［m3i］（刀自（妻)）

トゥキ［tuki］（時）

トゥリ［turi］（鶏）

ダ[da］

デ[de］

ダ[｡a］

ドィ[did

Ｍ]て馴u］
①共通語のダは龍郷町でもダ[da]と発音され

ます。

ダ：ユダOuda］（枝）ナダ[nada］（涙）

トィダ［tfda］（太陽）

②共通語のデ（ゼから変化したものを含む）

は龍郷町ではドィ[dl]で発音されます。

ドィ：ヤドィDadr］（病んで（痛くて)）

トゥドィンナカ［tudrnnaka］（徒然な
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ノ：ツノ［tsuno］（角）

コノツィ［konotsY］（九つ）

ノーギリ［no:giri］（鋸）

ノーリュン［no:IjuN］（残る）

④龍郷町のネ[､e]は長音や母音が融合してい

る場合や新しい語に現れます。

ネ：ネー［､e:］（姉）タネ［tane］（種）

ネセ［nese］（青年）

ドコネ［dokone］（大根）

⑤この他にニャ[Ilja]，ニュ[nju]，ニョ[njol

二'１[?ILiu]があります。二'１[?Ilju]は無気喉

頭化音で，語頭音の脱落によりできた音で

す。

ニャ：コェーニャ［kenja］（肩）

ニャン［njaN］（見ない）

ニュ：シニュンUinjuN］（死ぬ）

ニュン［､jⅢ］（見る）

ニョ：ニシンニョ［niUinnjo］（見てみよう）

二'１：コュチ［?､jutJi］（命）

(8)ハ行ハ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

力】（寂しい)）

③共通語のドはドゥ[du]になる場合とド[do］

になる場合があります｡語頭ではドゥ[dul

語中語尾ではド[do]になる傾向がありま

す。

ドゥ：ドゥリ［durl］（どれ）

ド：アド［?ado］（かかと）

マド［mado］（窓）

④この他にデ[｡e]がありますが，これは共通

語の連母音に対応します。

デー［de:］（竹）＜dae＜dahe＜ｄａｋｅ

(7)ナ行ナ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

ナ[､a］

二[nji］

ヌ[､u］

ネ[､e］

ノ[no］

ナイ[nai

ナ[sa］

二[nji］

ヌ[､u］

ヌィ[､Y］

ノ[no］

ネ[､e］

①共通語のナは龍郷町でもナ[､a’二は二

［njilヌはヌ[､u]です。

ナ：ナダ[nada］（涙）

ナガシ［nagaJi］（梅雨）

ハナ［hana］（鼻）

二：ニシ［niUi］（北）

ヌ：ヌクサ［nukusa］（温かい）

②共通語のネは龍郷町ではヌィ[､Y]と発音さ

れます。

ヌィ：ヌィグリ［nYguri］（根）

ムヌィ［mmi］（胸）

フヌィ［Funl］（骨）

③共通語のノはヌ[､u]と発音される場合とノ

［no]と発音される場合があります。ヌ[､u］

が一般的ですが，語中語尾ではノ[no]と発

音されることがあり，また，ｋの脱落によ

り長音になっている場合にはノ[no]になり

ます。

ヌ：ヌドィ［nudl］（喉）

トゥリヌスィ［minusf］（鳥の巣）

ハ[ha］－ハ[ha］

上[?i］－上[?i］

;闇三二F１m：
①共通語のハは龍郷町でもハ[ha],上は上[Pil

フはう[Fu]と発音されます。

ハ：ハ［ha］（歯）ハナ［hana］（鼻）

ハナ［hana]（花）ハネ［hane]（羽根）

上：ヒギ［Pigi］（髭）

ヒジャリ［Pi3ari］（左）

ヒンマ［Pimma］（昼）

フ：フヌィ［F、］（船）

②共通語のへは龍郷町ではフゥィ[FT]と発音

されます。

フゥィ：フゥィラ［Ffra］（へら）

また，次のように，母音の融合が起きた場

合にもフゥィ[Ｆ１[]が現れます。
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フゥィン［FYN］（起きる）

＜Frru＜Ｆｏｉｍ＜ｏhim＜ｏｋｉｍ

③共通語のホは龍郷町ではう[Fu]と発音され

ます。

フ：フヌィ[FunY］（骨）

ブス[Fusu］（ホソ（へそ)）

④この他にホ[holフォェ[Fe]，ヒャ[?a]があ

ります。ホ[ho]は力行の所で述べたように，

ｋｏがｈｏに変化した場合に現れる音です。

それぞれの例を挙げておきましょう。

ホ：トホ［toho］（蛸）モホ［moho］（婿）

フォェ：フォェ［Fe］（はえ（南)）

フォェン［FeN］（開ける）

ヒャ：ヒャーリ［Pa:ri］（光）

(9)マ行マ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

ユムィDuml］（嫁）

④共通語のモはム[mu]と発音される場合とモ

［ｍｏ]と発音される場合があります。語頭で

はム[ｍｕ］になりやすく，語中語尾ではモ

［ｍｏ]になりやすいという傾向があります

が，きちんと規則化できるわけではありま

せん。以下に例を挙げておきます。

ム：ウームン［wumuN］（雄）

ムィームン［、:mUN］（雌）

ムリ［muri］（森）ムチ［mutJi］（餅）

モ：モモタブラ［momotabura］（腿）

モモ［ｍｏｍｏ](桃）モホ［moho]（婿）

⑤この他にメ[me]，モェ[me]，ミヤ[mjal

ミュ[nliu]，マ'[?ma]があります。マ[?ma］

は喉頭化した音で，語頭音の脱落によりで

きた音です。

メ：ウメ［?uｍｅ］（梅）

モェ：モェ［ｍｅ］（前）

ミヤ：ユミヤシュンバンDunljajnmbaN］

（読むけれども）

ミュ：ヤミュンDamjuN］（病む（痛い)）

マ：マーガ［?ma:9a］（まご（孫)）

7[?ｍa］（馬）

マサ［?masa］（おいしい）

(10)ラ行ラ行音には以下のようなものがあ

ります。

〈共通語〉〈龍郷町〉

幻
ｎ
ｍ
ｄ
ｊ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

マ
ヘ
ヘ
ヘ
ム
メ
モ

マ[ｍａ］

ミ[ｍｉ］

ム[mu］

ムィ[ｍ］

モ[ｍｏ］

①共通語のマは龍郷町でもマ[ｍａｌムはム

［mu]と発音されます。

マ：マユ［maju］（眉）

マド［mado］（窓）

グマ［guma］（胡麻）

ム：ムシ［muJi］（虫）ムギ[mu9i］（麦）

ユムンドゥリOumunduri］（雀）

②共通語のミは龍郷町ではミ[ｍｉ]と発音され

るのが一般的ですが，ムィ[、]になる場合

もあります。

ミ：ミン［miN］（耳）カミ［kami］（紙）

ミチ[mitJi］（道）

ムィ：ムィズィ[mfzY］（水）

タタムィ[tatamf］（畳）

ヤックィムィDakkrmY］（兄君）

③共通語のメは龍郷町ではムィ[、]に発音さ

れます。

ムィ：ムィ[、］（目）クムィ[kumY］（米）

ラ[ra］－ラ[ra］

リ[ri］走り[ri］

I閨三llLij「
①共通語のうは龍郷町でもう[ra]，リはり[ril

ルはル[ru]と発音されます。

ラ：ツラ[tsura］（顔）

ホーラシャ［hoTaJa］

（ほこらしい（嬉しい)）

トゥラン［maN］（取らない）

リ：トゥリ［turi］（鳥）

クスリ［kusuri](薬）ムリ［muri](森）
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ル：マルサ［mamsa］（丸い）

フォェル［Fem］（開ける）

②共通語のしはルィ[rf]と発音されます。

ルィ：トゥルィ[、Y］（取れ）

キルィ[?kirf］（着れ（着ろ)）

③共通語のロはル[ｍ]と発音される場合とロ

［ro]と発音される場合があります。［ｍ]が一

般的ですが，長音が関係していたり，新し

い語では□[ro]が現れます。

ル：クル［?kum］（黒）

シル[Jim］（白）

ロ：コーロ［ko:ro］（心）

ドロー［doro:］（所）

トゥロ［mro］（取ろう）

④この他にリャ[]ja]，リュ[]ju]，リョ[rjo]が

あります。

リャ：ア'ツサリャシュンバン

［?assaIjajnmbaN］（暑いけれども）

リュ：トゥリュン［turjUN］（取る）

キルュン［?kirjuN］（着る）

リョ：ア'ツカリョンバン

［?atsukarjombaN］（暑いだろうが）

究」秋山書店

近藤健一郎（1999）「近代沖縄における方言

札(1)－八重山地域の学校記念誌を

資料として－」『愛知県立大学文学

部論集」４７

中本正智（1976）『琉球方言音韻の研究」法

政大学出版

西村浩子（1998）「奄美諸島における昭和期

の『標準語」教育一方言禁止から方

言尊重へ－」「松山東雲女子大学人

文学部紀要」６，

平山輝男編・木部暢子鹿児島県編(1997)『鹿

児島県のことば」明治書院

前田晶子（2004）「離島における地域の人間

形成と学校_沖永良部島・国頭小学

校の1970年代一」『ＡＭＡＭＩＮｅｗｓ

Ｌｅｔｔｅｒ」Ｎ０．８

付記

龍郷町方言の調査では，以下の方々にお世

話になりました。この場を借りて御礼申し上

げます。

青木カツ（1914）奥田純夫（1928）

大司トキエ（1923）作田和国（1931）

作田マコ（1935）作田ヤヨイ（1937）

松下テツエ（1926）松下照雄（1927）

松下ヨリ（1902）

（数字は生年。なお，敬称は略させていただ

きました｡）

以上，北奄美方言を中心に発音の特徴を

おおまかに見てきました。共通語とかなりき

れいな対応関係があることが分かりますが，

それにしても，母音，子音ともにかなり激し

い変化を起こしています。なぜ，このように

音が変化するでしょうか。これを考えるため

には，南奄美方言や他の琉球方言も見る必要

があります。（この稿続く）
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